
当院が行っている再生医療について
詳しくは特設サイトをご覧ください
https://kumareha.net/saiseiiryou_top/
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沖縄県在住　40歳

　2019年09月再生医療をうけました。

　遠方より飛行機を使用しての施術だったので事前

の交通・宿泊費と治療費用を考え、少し躊躇はありま

した。が、術前の初回診察での医師や看護師・コーデ

ィネーターさんとの面談でのご説明で術前の不安は

なく、担当の医師や手術時に実際に関わってくださる

医師・看護師さんと事前にお会いできる事で新しい

治療に対する楽しみな気持ちで治療に臨みました。

　術後は脂肪細胞を採取したとのことで、下腹部の

施術部と皮膚と脂肪がくっついていない感覚があり、

1ヶ月くらいは「せのび」をするとお腹がひきつる痛み

がありました。

　医師同士の配慮もあり、住んでいる地域のリハビリ

テーション病院にて1ヶ月半リハビリ入院をしました。

事故後の回復期でもお世話になった病院でのリハ

ビリだったのですが、日々の変化に驚きました。下肢が

人肌程度に暖かくなっている。足の裏にかすかだけど、

自分の体重がかかっているのを感じることができる。

部分的ではありますが、麻痺をして表面を触られて

もわからなかった場所が、触られてると感じることが

できる。回復期では麻痺しているのでリハビリをしても

改善があるという実感がなかった動作やリハビリの

時間が、かすかながら神経がつながってきている実

感とリハビリをすることで、少しながら良くなっている

という実感が持て、リハビリスタッフさん日々の観察や

リハビリ指導のすごさを感じる事ができました。

　完全車椅子。10m松葉杖歩行程度が、ロフストラ

ンド杖2本で平担な道であれば短下肢装具使用で

歩くまで回復しました。

　排尿に関しては完全間欠導尿であったのが、尿意

を感じ、自尿が出るようになりました。

　体調にもよりますが、自尿後の導尿をしない事も

あります。尿意に関しては鮮明になりました。（今まで

は膀胱が膨張し下腹部痛や圧迫での尿意を感じて

いました。）

　排便に関しても、完全に内服や座薬を使用した摘便

だったのですが、体調により、便意を感じ、肛門括約筋

付近まで便が移動してくる日がでてきました。食事内

容によっては、便意→摘便のみですむ事もあり、排泄

関連に要する時間が大幅に短縮している気がします。

　脊髄損傷とお付き合いしだして6年、気にとめていな

かった排泄や清潔に関する時間が、人の3倍位かか

るようになり、1日がとても短く感じていました。移動の

事前準備や、排泄関連の緊急時に備え準備を考える

と、友人とも気軽に約束できなくなり、交友関係も狭く

なりがちでしたが、排泄の悩みが少し解消された事も

あり、気軽に遊びに行くことが増えました。

　最後に、完全車椅子で何かと配慮され完全に障害

者として生活を送っていましたが、両松葉杖で短下

肢装具使用していても、衣服などで隠しているため、

おしゃれな松葉杖を使用していると、障害者とみて

頂けなくて、混雑した所に行くと、使用している杖に健

康な方がつまずき、障害者の私は、倒れないようにし

ながら必死で謝るというような。 …障害を気づいて

頂けないつらさもありますが、他人から見て元気そうと

いうことを励みにヘルプマークをぶら下げて今日も

松葉杖に見えない杖で買い物に行こうとおもいます。
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生医療を受けての変化
（事故 C2ハングマンLl破裂骨折L5不全麻痺）

恐怖心が減るね。楽になる！
足に負担がかかりすぎず、楽に歩けるから
私にとっては良い機器だと思います。

シリーズ連載　ハイブリッド・リハビリテーション!! 14シリーズ連載　再生医療体験記 3

　ハイブリッド・リハビリテーションとは、最新技術や
機器等を複合して利用するリハビリのことです。異なった
リハビリ要素を組合わせることによる相乗効果や患者
さんの意欲向上が期待でき、リハビリを効果的に進める
ことができます。今回は、レール敷き走行式免荷装置
『TANPOPO』ついてご紹介いたします。
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安全な「転倒体感」で、
より実践的な歩行練習を可能に。

使用者の感想

TAN-POPOとは？

　“単歩歩（たんぽぽ）”は一人で歩く、という意味合いで名付けられたリハビリ
機器です。体重を免荷することで患者さんの腰や膝への負担を軽減し早期から
「自然な歩行」姿勢で訓練ができること、安全懸架装置によりバランスを崩し
ても「転倒しない」ことからスタッフは介助に意識をとられることなく指導に
集中することが可能となります。
　患者さんが意欲的に、安心して歩行訓練に取り組むことができるハイブリ
ッド機器となっています。

企画・構成　理学療法科／宮原一也

ハイブリッド・
リハビリテーション!!
なになに

？

介助だけでなく、他の指導ができるため、
重宝しています。 操作も簡単です！

歩くことが難しい患者さんの歩行量を
増やすことができる！ これいいね！

レール走行式免荷装置『 TANPOPO』
た ん ぽ ぽ

※当院では主に脳卒中や脊髄損傷の患者さんを対象に使用しています。

理学療法士 理学療法士

患　者 患　者

安全懸架装置

　「バランスを崩しても転倒しない」ことを目的とした装置です。患者さんに専用ハーネスを装着し、天井
に設置したレールに沿って歩行練習等を行います。痛みのある患者さんにも免荷機能により不安軽減や
リハビリ意欲の向上などの効果に加え、

という「失敗できる環境」=「転倒体感」を実現するため、経験に制限を設けることなく必要な課題、効果
のある学習機会を提供できます。
　安全を確保した上で適切な難易度の課題を行い、失敗も経験できる重要な環境を作ることが可能です。

●歩き方を見ながら免荷量を変えることでの早期からの歩行練習
●不意の転倒を支える（安全懸架）歩行練習
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